













質として、可溶型RAGE（esRAGE; endogenous secretory RAGE）に着目した。esRAGEはRAGEと同様のリガンド親和性
を有しているが細胞膜上に存在せず、可溶状態で存在していることから、RAGEのリガンドとして知られている
HMGB1、CML及びS100Bのおとり受容体として機能すると考えられる。申請者はすでに遺伝子組換えesRAGEの作製に成
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